
平成２７年１０月１５日

千葉県立市原緑高等学校

平成２８年度入学者選抜Ｑ＆Ａ

１ 前期選抜について

Ｑ１ 市原緑高校の前期選抜は，どのような特徴がありますか。

Ａ１ 本校の前期選抜は，特色化選抜の考え方を継承しています。本校の特色であるスポーツ健康コ

ースの維持発展のために，入学後，積極的に部活動に取り組む生徒が多数志願してくれることを

期待しています。

Ｑ２ 「平成２８年度前期選抜の選抜･評価方法（予定）」では，評価項目の中に数値化して評価する

ものがありますが，どのような割合になっていますか。

Ａ２ 数値化される選抜資料は次の４項目で，配点は以下のとおりです。詳しくは本校ＨＰ選抜･評価

方法（予定）」を見てください。

(1) 学力検査 １００点×５教科＝５００点

(2) 調査書の学習の記録(あらかじめ定められている数値 １３５点満点)を算式１にあてはめた点数

のほか，

調査書の審査項目合計で ４０点

(3) 自己表現 ５項目の合計で １００点

(4) 面接 ５項目の合計で ５０点

Ｑ３ 調査書の内容の記入で注意することはありますか。

Ａ３ 千葉県教育委員会が示した記入例に沿って記入してください。ただし，部活動の実績等につい

ては加点対象となりますので，大会名，成績を特に正確に記入してください。また，校外のクラ

ブチームなど社会体育での活動や実績は，総合所見に記入してください。

Ｑ４ 自己表現の検査はどのようなことを行いますか。

Ａ４ 自己表現は次の２つの検査のどちらか一方を選択します。

(1) 体育系実技による自己表現

下記の種目から１種目を選び実技検査を受検します。下記の種目以外では受検できませんの

で注意してください。ただし，男子のテニスは，ソフトテニスで受検することも可能です。

剣道(男女)，サッカー(男子)，柔道(男女)，卓球(男女)，テニス(男子)，

バスケットボール(男女)，バドミントン(男女)，バレーボール(女子)，野球(男子)，

ソフトテニス(女子)

(2) 口頭による自己表現

自ら設定したテーマに沿って３分以内でスピーチを行います。次の点に注意してください。

ア 形式は，受検者１名検査係２名で個別に行います。

イ 着座のまま日本語によりスピーチを行います。

ウ スピーチ原稿，道具，作品等物品の持ち込みや，歌唱や演奏，演舞等のパフォーマンスを

行うことはできません。

Ｑ５ 自己表現の検査の選択は自由に行えますか。また，有利不利はありますか。

Ａ５ どちらを選ぶかは，受検生の自由です。どちらを選んでも有利不利はありません。

Ｑ６ 自己表現の２つの検査の選択や体育系実技の種目の選択は，届出が必要ですか。必要な場合は

いつどのように届出しますか。

Ａ６ 準備の都合上，前期選抜受検者全員が所定の用紙で届出てもらいます。この届出用紙は本校の

ＨＰからダウンロードできます。届出用紙は願書と同時に提出していただきます。



Ｑ７ 口頭による自己表現では，３分間ずっとスピーチをする必要がありますか。

Ａ７ ３分以内であれば，時間を全部使わなくてもかまいません。自分の伝えたいことがはっきりと

伝わるように話すことが大切です。

Ｑ８ 口頭による自己表現のテーマは，事前に届け出る必要がありますか。また，用意した原稿を見

ながらスピーチできますか。

Ａ８ テーマの届出は必要ありませんが各自で決めておいてください。当日，検査開始時にテーマを

述べてからスピーチを開始してください。なお，原稿を見ながらのスピーチはできません。

Ｑ９ 面接検査は，集団面接とありますが，具体的な実施方法を教えてください。

Ａ９ 形式は受検者集団面接ですが，複数名が同時に面接を受けるだけで同じ質問に対し受検者が応

答し，受検者同士の討論などはありません。また，評価は絶対評価で行います。

Ｑ10 面接検査で，特に注意することは何ですか。

Ａ10 意欲や応答，服装や頭髪，礼儀作法等面接検査の結果を大変重視しています。

市原緑高校の入学者選抜は，本校の校門をくぐった時から始まっているつもりで，誠実で一生懸

命に検査に臨むようにしてください。検査に備え，早めから準備をしておくとよいでしょう。

Ｑ11 選抜の方法にはどのような特徴がありますか。

Ａ11 次のような方法で選抜し，入学許可候補者を内定します。

(1) 下記のア～ウの条件を満たした場合，入学許可候補者として内定します。

ア 「学力検査の得点」と「調査書の得点」の合計点の順位が８０％以内であること。

イ 「自己表現の得点」と「面接の得点」の合計点の順位が８０％以内であること。

ウ 特に問題となる点（審議の対象となる点）がないこと。

(2) 上記に属さない場合，「学力検査の得点」「調査書の得点」「自己表現の得点」「面接の得点」

の合計点で順位を付け，選抜のための各資料の内容を総合的に判定し，入学許可候補者として

内定します。


